ヒヤリハット事例入力シート記入マニュアル
（２００８年　事例収集用）
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本マニュアルは、石油各社が経験したヒヤリハット事象に関する情報のヒヤリハット事例入力シート(エクセルシート)への記入方法、留意点などを示すものである。なお、本入力シートで収集するヒヤリハット事象とは、プラントを構成する機器の故障やトラブル、あるいは指示･伝達ミス、操作ミスなどにより火災、爆発などの事故にまで至らなかったがヒヤッとした、ハッとしたなどの事象やプラントのトラブルや温度、圧力などのプロセス状態の大きな変動などの事象いう。いいかえると、プラントに関連するトラブルやプロセス異常などのヒヤリハット事象を収集の対象とし、すべった、ころんだなどによる行動災害に関連するヒヤリハットは対象とはしない。
1 はじめに
石油各社が経験したヒヤリハット情報を共有化するためにはその活用方法も考慮に入れ、共通のフォーマットに従った入力シートが必要となる。ヒヤリハット情報の活用方法の例としては、
・他社のヒヤリハット事例検索結果をもとに事故予防のための社内への水平展開

・類似トラブルの再発防止策の検討のための基礎資料

・設備における類似トラブルの有無の確認と他社で講じられた対応策の参照

・作業開始前の類似トラブルを参考とした作業にあたっての留意事項の確認

・社内教育における事例研究会などでの基礎資料

などがあげられる。なお、ヒヤリハット事例データベースならびに活用処理システムが構築された場合には、膨大な情報が蓄積されることが予想される。これをユーザーである石油各社のニーズにあった活用に資するためには、以下に示すように複数の視点からの検索を可能とする必要がある。

①石油精製装置別の検索

②石油精製装置の系統別の検索

③石油精製装置の機器別の検索

④ヒヤリハット発生時の運転･作業状況別の検索

⑤ヒヤリハットの検出・発見時期別の検索

⑥ヒヤリハットの検出・発見方法による検索

⑦ヒヤリハットの発生要因別検索

また、ヒヤリハットの発生につながった要因分析を行うことにより、ヒヤリハットのみならず事故防止にあたっての留意点が明らかになるとともに対策立案にあたっての貴重な情報が得られる。このため入力シートは複数の視点からの検索、統計分析、要因分析を可能にすることが必要であり、入力シートの入力項目である装置、機器、要因など、幾つかの項目は標準化を行い、コード化をはかっている。更に、なぜヒヤリハットでとどまり事故にまで進展しなかったのか、ヒヤリハットの経験からどのような教訓が得られたのかという情報も欠かせない。このためには以下に示すようにヒヤリハット情報を整理して記述する必要がある。

①どのようなヒヤリハット事象が発生したのか。その原因は何か
②どのような運転・作業状況で発生したか
③ヒヤリハット事象に関連した装置・系統・機器は何か

④ヒヤリハット事象の直接要因、間接要因は何か

⑤ヒヤリハット事象をどのように発見・検知したか

⑥ヒヤリハット事象でとどまり、事故にまで拡大させなかった対策は何か
⑦ヒヤリハット事象がそのまま放置されたらどのような事象に進展したか

⑧類似のヒヤリハット事象の再発防止対策としてどのような対応を行なったのか

⑨ヒヤリハットから事故防止にあたりどのような教訓が得られたのか

以上の観点より表 1に示す入力項目を決定し、それを元にエクセルのヒヤリハット事例入力シートを作成した。入力シートは、テキスト入力欄とコード入力欄から構成される。また、入力も必須入力項目と任意入力項目からなる。各入力項目の記入要領は２章に示す。
なお、コード入力については、付表にコード項目を示してあるが、エクセルのヒヤリハット事例入力シートでは、コード入力欄（セル）をクリックするとコード項目を表示するのでその中から選択入力できる。また、大項目→中項目というように、コード項目を階層化している場合も、上位項目から順次下位項目へと選択入力が可能である。
表 1 ヒヤリハット事例入力項目

	項目
	テキスト入力欄
	コード入力欄

	事例番号
	***
	（システムで自動登録される）
	***
	********

	タイトル
	必須
	ヒヤリハットの内容を簡潔にテキスト入力する。
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハット事象
	必須
	ヒヤリハットの内容が分かるように時系列にそってテキスト入力する。また、原因についても必ず丁寧に記述する。
	必須
	・表 3 ヒヤリハット事象コードからを選択して入力。

・複数の事象が関係している場合は、全て入力。

	ヒヤリハット発生時の運転･作業状況
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	表 4 ヒヤリハット発生時の運転・作業状況コードから選択して入力。

	現場経験年数
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	任意
	人が関係したヒヤリハット事象の場合は、表 5 現場経験年数コードから選択して入力。

	発生年月
	***
	（コード入力欄で入力される）
	必須
	フォーマットにしたがって発生年月を記入。

	発生時刻
	***
	（コード入力欄で入力される）
	任意
	フォーマットにしたがって9:00　のように記入。

	気象条件
	任意
	気象条件が分かる場合には入力する。温度(℃)、相対湿度（％）、晴れ、大雨など
	***
	(コード化なし)

	発生装置
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	表 6 ヒヤリハット発生装置・系統コードから選択して入力。

	発生系統
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	表 6 ヒヤリハット発生装置・系統コードから選択して入力。

	ヒヤリハットに関連した機器
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	・表 7 ヒヤリハットに関連した機器コードの「小分類」から選択して入力。

・複数の機器が関係している場合は全て入力。

	運転条件
	任意
	運転条件が分かる場合には、圧力、温度を入力する。
	***
	(コード化なし)

	主要流体
	任意
	流体が分かる場合には入力する。
	***
	(コード化なし)

	材質
	任意
	材質が分かる場合には入力する。
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハットの検出・発見時期
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	表 8 ヒヤリハットの検出・発見時期コードから選択して入力。

	ヒヤリハットの検出・発見方法
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	表 9 ヒヤリハットの検出・発見方法コードから選択して入力。

	ヒヤリハットの発生要因
	任意
	コード項目の補足・追加説明を入力する。
	必須
	・「なぜなぜ分析」を行い、表 10 ヒヤリハットの発生要因コードの「小分類」の中から選択して入力。

・複数の要因が考えられる場合は、全て入力。

	拡大阻止策・処置
	必須
	ヒヤリハットの進展による、事故や大きなトラブルを阻止するために、運転員が行った具体的アクション、安全システムの作動(自動、運転員判断による）などをテキスト入力する。
	必須
	表 11拡大阻止策・処置コードから選択して入力。複数選択可。

	想定拡大事象
	任意
	コード項目の補足・追加説明をした方が良い場合には入力する。
	必須
	ヒヤリハットをそのまま放置したらどのような事象に進展するかを、表 11拡大阻止策・処置コードから選択し、もっとも関係が深いと考えられるものを2つ以下で入力。

	再発防止対策
	必須
	重要な情報であり、ヒヤリハットの再発防止にあたり講じた対策を具体的にテキスト入力する。
	必須
	表 13 再発防止対策コードから選択して入力。複数選択可。

	教訓
	任意
	教訓は重要であり、できるだけ入力する。
	***
	(コード化なし)

	安全専門家からのコメント
	***
	安全専門家が必要に応じて入力
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハット事象の重要度
	不要
	(入力不要)
	必須
	表 14 ヒヤリハット事象重要度分類コードから選択して入力

	添付資料
	任意
	ヒヤリハット事象を説明するために図や表などの関連資料がある場合は電子ファイルとして添付する。
	***
	********


2 入力項目の記入要領
ヒヤリハット事例入力シートの記入例を表 2に示す。テキスト入力欄ではカタカナは全角で入力する点に留意する。また、各項目の入力にあたっての記入要領ならびに留意点を2.1以降に示す。

表 2 ヒヤリハット事例記入例
	項目
	テキスト入力欄
	コード入力欄

	事例番号
	***
	************
	***
	************

	タイトル
	必須
	液面計点検中にコジェネレーション装置停止シーケンス作動
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハット事象
	必須
	脱気器の液面計の指示がハンチングしていて不安定だったため、点検作業を実施していた。この液面計の指示極低（LL）によりボイラー給水ポンプ停止ならびにタービン停止という2種類のアクションとなるシーケンスとなっている。液面計の点検作業中にあたり、ボイラー給水ポンプへのシーケンスをバイパスせずに誤って液面計極低信号を発生させたためボイラー給水ポンプが停止し、その結果、高圧スチームドラムのレベルLLでコジェネレーション装置が緊急停止した。なお、タービントリップシーケンスはバイパスしていたためトリップはしなかった。

原因：シーケンス図面の確認不足（思い込み・誤理解・誤認識）のため、極低信号でもボイラー給水ポンプシーケンスが作動しない対応措置を取っていなかった。
	必須

(表 3)
	(1)計装機器の故障・機能低下・破損･劣化

(2)動機器の停止・機能低下・破損

	ヒヤリハット発生時の運転･作業状況
	任意
	運転時の機器点検中
	必須

(表 4)
	装置･機器の点検・保全中

	現場経験年数
	任意
	
	任意

(表 5)
	不明・該当せず

	発生年月
	必須
	（コード入力欄で入力される）
	必須
	2005.7

	発生時刻
	***
	（コード入力欄で入力される）
	任意
	不明

	気象条件
	任意
	不明
	***
	(コード化なし)

	発生装置
	任意
	コジェネレーション装置
	必須

(表 6)
	その他の装置

	発生系統
	任意
	ボイラー給水系
	必須

(表 6)
	その他の系統

	ヒヤリハットに関連した機器
	任意
	脱気器

ボイラー給水ポンプ

高圧スチームドラム
	必須

(表 7)
	槽

液面計

ポンプ

	運転条件
	任意
	不明
	***
	(コード化なし)

	主要流体
	任意
	ボイラー給水
	***
	(コード化なし)

	材質
	任意
	
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハットの検出・発見時期
	任意
	
	必須

(表 8)
	オンボード、パネル監視中に検出・発見

	ヒヤリハットの検出・発見方法
	任意
	
	必須

(表 9)
	プロセス計器・ガス検知器など

	ヒヤリハットの発生要因
	任意
	(1)ベンダーの異なる完成図面が3枚あり、信号のやり取りが複雑であった。

(2)思い込み、誤理解・誤認識
	必須

(表 10)
	(1)誤操作・不作為など

(2)作業確認不足･ミス

(3)情報管理システムの不備・不十分

	拡大阻止策・処置
	必須
	高圧ドラム液レベル極低でコジェネ停止シーケンスのインターロック作動(自動)
	必須

(表 11)
	インターロック、安全弁、緊急装置停止システムなどが自動で作動

	想定拡大事象
	任意
	ボイラー空焚きによる破損
	必須

(表 12)
	機器・装置の破損

	再発防止対策
	必須
	(1)当該装置の建設時のベンダーは3社で、完成図面も各社毎に3枚あったため、3社完成図相互間における信号のやり取りが解るように統一整備した。

(2)計装担当者・製造への教育・周知。

(3)他部署への水平展開の実施。
	必須

(表 13)
	(1)安全教育・勉強会の実施・ヒヤリハットなどの原因分析結果などの周知徹底

(2)連絡体制・情報共有の強化･周知徹底

	教訓
	任意
	
	***
	(コード化なし)

	安全専門家からのコメント
	不要
	(1)異なる業者の設計図面は記述の書式や記号などが異なることが多々あります。図面を入手した早い段階で整理し、統一しておく必要があるでしょう。

(2)プロセス制御用の発信器をポンプ停止などのインターロックの発信器に使用すべきではありません。インターロックの発信器は、プロセス制御用の発信器とは独立に設置することが望まれます。
	***
	(コード化なし)

	ヒヤリハット事象の重要度
	不要
	*************
	必須

(表 14)
	安全：
ランクA

運転･生産：
ランクA

環境：
ランクC

水平展開：
ランクB

	添付資料
	任意
	
	***
	*************


以下に入力シートの各項目の入力にあたっての留意点を示す。なお、コード化されている項目のコード表を表 3～表 14に示す。
2.1 事例番号
石油精製各社から送付されたヒヤリハット事象の整理番号であり、自動処理されるのでユーザーは入力する必要はない。

2.2 タイトル
· テキスト入力欄(必須入力)

ユーザーがヒヤリハット事象を検索したときの出力画面一覧に表示されるものであり、ヒヤリハット事象の内容が分かるように簡潔にテキスト入力する。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.3 ヒヤリハット事象
· テキスト入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象の全体像、ヒヤリハットの原因が当事者以外にも理解できるように以下に従いテキスト入力する。

①ヒヤリハット事象の内容が分かるように時系列にそって丁寧に記述する

②ヒヤリハット事象の原因を記述する

なお、用語の説明が必要と考えられる場合には説明を加える。また、当事者のみしか分からない略語や機器のTag No.での記入は避け、第三者にも分かるように表現する。
· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象に関連すると考えられるものを表 3の右欄の「ヒヤリハット事象の内容例」を参考として左欄の「ヒヤリハット事象・状況（入力用コード項目）」から選択し入力する。なお、複数の事象が関連している場合は、全てのコード項目を入力する。ヒヤリハット事象コードの入力例を以下に示す。
ヒヤリハット事象コード入力例

	液面計の点検で誤信号発生　→　計装機器の故障・機能低下・破損･劣化
ボイラー給水ポンプ停止　　→　動機器の停止・機能低下・破損

閉めるべきバルブを開放状態にした→静止機器の故障、機能喪失・低下（理由：本来は閉まっているべきというバルブの機能がなくなっていた）


2.4 ヒヤリハット発生時の運転・作業状況
· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目を補足する、あるいは追加説明が必要と判断される場合にテキスト入力する。

· コード項目欄(必須入力)

ヒヤリハット発生時の運転・作業状況を表 4のコードから１つ選択する。設備の腐食や劣化などを開放検査や日常の点検などで発見した場合は、発見時の運転・作業状況を入力する。

なお、コード項目の「定常運転中・ルーチン作業中」には、日常の業務として実施している「ドレン切り」や「サンプリング」、「ポンプや機器の切替作業」などの作業も含むものとする。

2.5 現場経験年数
· テキスト入力欄(任意入力)

ヒヤリハットが人の行為や判断に関係した場合は、次のコード表から選択して任意入力することになる。なお、転入者等によるヒヤリハットの場合など、必要に応じて当該装置経験年数をテキスト入力する。

· コード入力欄(任意入力)

ヒヤリハット事象が、「誤操作」、「やるべきことをしなかった」、「指示が悪かった」など、人の行為や判断に関係した場合に表 5のコード表から選択して入力する。機器の故障やトラブルなどに起因したヒヤリハットの場合は入力の必要はない。なお、複数の人間が関連していた場合、ヒヤリハット事象の発生に最も関係のあると思われる人の経験年数を選んで入力する。ここで経験年数とは、現場経験の合計年数とする。

2.6 発生年月

· テキスト入力(入力不要)

コード入力欄に入力されるのでテキスト入力は不要である。

· コード入力(必須入力)

ヒヤリハット事象が発生した年月を西暦で入力する。なお、点検・保全時に腐食や劣化などを発見した場合は発見年月を入力する。

2.7 発生時刻

· テキスト入力欄(入力不要)

コード入力欄に入力されるのでテキスト入力は不要である。

· コード入力欄(任意入力)

ヒヤリハットの発生した時刻をフォーマットに従い15:00のように入力する。

2.8 気象条件

· テキスト入力欄(任意入力)

冬場の思わぬ凍結や落雷、強風等、また、湿度が低かったために静電気の発生など、ヒヤリハット事象が気象条件と関連して発生した場合は、気象条件をテキスト入力する。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.9 発生装置

· テキスト入力欄(任意入力)

· コード項目は大きな装置分類でありどのような装置であるかという具体的な装置名は入力できない。このため、コード項目を補完し、具体的な装置まで入力したほうがよい場合はテキスト入力する。装置の供用年数なども必要に応じて入力する。

· コード項目欄(必須入力)

ヒヤリハット事象が発生した装置を表 6の左欄から選択し入力する。コード化されていない装置の場合は、「その他の装置」を選択してテキスト入力欄に装置名を入力する。

なお、ある装置（たとえば常圧蒸留装置）を構成する機器故障や誤操作などを引き金として発生したプロセス変動が上流や下流の装置に伝播し、他の装置でヒヤリとした事象として表面化する場合もある。このような場合はヒヤリハット事象の引き金となった装置とともに関連した装置を複数入力する。ヒヤリハット事象の引き金となった装置ならびに関連装置を全てコード入力することにより、装置別の検索を行う場合に抜け落ちを防止できる。

2.10 発生系統

· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目は大きな系統分類である。コード項目を補足したほうが良い場合はテキスト入力する。

· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象が発生した系統を表 6の右欄から選択し入力する。コード化されていない系統の場合は、「その他」を選択してテキスト入力欄に系統名を入力する。

なお、ある装置のある系統の機器故障や誤操作などにより発生したプロセス変動が上流や下流に伝播し、他の系統でヒヤリとした事象として表面化する場合もある。このような場合はヒヤリハット事象に関連した複数の系統を入力する。

2.11 ヒヤリハットに関連した機器

· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目は大きな機器分類でありどのような機器であるかという具体的な機器は入力できない。このため、コード項目を補完し、具体的な機器、更には部品レベルまで入力したほうがよい場合はテキスト入力する。機器の供用年数なども必要に応じて入力する。

コード入力
テキスト入力

調節弁
→　液面調節弁

手動弁
→　ドレンバルブ

ファン＆ブロワー
→　冷却塔ファン、カップリング、減速機

· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象に関連した機器を表 7から選択し入力する。なお、ある機器の故障あるいは誤操作を引き金としてトラブルが発生し、ヒヤリとした事象が別の機器で表面化する場合もあるので、そのような場合は関連した機器全てのコードを選択する。以下に入力すべき関連機器の例を示す。

	No.
	ヒヤリハット事象
	関連機器コード(表 7)

	１
	遠心式ポンプ起動時に吐出側弁開け忘れ→ポンプ締切運転→現場で気付いて吐出弁を開けたが、長時間放置するとポンプ過熱あるいはケーシングからの漏れ
	①手動弁

②遠心式ポンプ



	２
	ユーティリティの水接続ラインのバルブの閉止状態が甘かった→水がプロセス側に漏れこみ蒸留塔内で気化し異常圧力上昇となった
	①手動弁

②蒸留塔、精留塔など




なお、表 7の機器分類区分は、設備区分、機器（中分類）、機器（小分類）よりなっている。該当機器コードの入力にあたっては小分類の機器から選択することを基本とする。

2.12 運転条件

· テキスト入力欄(任意入力)

温度（℃）、圧力（MPa）など運転条件が分かればテキスト入力する。機器の気密テスト中などにヒヤリハット事象が発生した場合にはテスト圧力、温度を入力する。なお、詳細な条件が不明の場合は常温、常圧などでも良い。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.13 主要流体

· テキスト入力欄(任意入力)

流体名が分かればテキスト入力する。なお、取扱い流体が腐食・劣化に関連したと考えられる場合や硫化水素、水素、軽質油のような危険性のある流体で、ヒヤリハット事象の進展により中毒や火災・爆発といった事故につながり人身や装置に大きな影響が考えられる場合は流体名をできるだけテキスト入力する。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.14 材質

· テキスト入力欄(任意入力)

腐食・劣化が関連したヒヤリハット事象の場合はできるだけ入力する。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.15 ヒヤリハットの検出・発見時期

· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目を補完するため入力した方が良い場合はテキスト入力する。

· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象の検出・発見時期を表 8のコードから選択して入力する。

2.16 ヒヤリハットの検出・発見方法

· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目を補完したほうが良い場合はテキスト入力する。

· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象の検出・発見方法を表 9のコードから選択して入力する。

2.17 ヒヤリハットの発生要因

· テキスト入力欄(任意入力)

コード入力項目では細かい要因を示せない場合、コード項目を補完するために具体的にテキスト入力する。

ヒヤリハットの発生要因テキスト入力例

	①ベンダーの異なる完成図面が3枚あり、信号のやり取りが複雑であった

②思い込み、誤理解・誤認識


· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象に関係したと考えられる要因を表 10の右欄の例を参考にして要因区分（小分類）から選択して入力する。なお、要因は表面的なものだけでなく、「なぜなぜ分析」を行い、ヒヤリハット発生に関連したと考えられる要因すべてを入力する。例えば、誤操作･不作為によりヒヤリハット事象が発生した場合に、誤操作･不作為が何故発生したかの要因までも「なぜなぜ分析」を行い入力する。

2.18 拡大阻止策・処置

· テキスト入力欄(必須入力)

ヒヤリハットは事故にまで至らなかった事象であるが、ヒヤリハットがそのまま放置されたら大きなトラブルや事故につながる可能性があり、どのような対策やアクションを行ったかは重要な情報である。この欄は、ヒヤリハットの進展を阻止するために運転員が行った具体的なアクション、もしくは安全システムの作動（インターロックが自動作動、運転員判断で遮断弁を閉止した、など自動作動か運転員の判断かが分かるように記述）などをテキスト入力する。例を以下に示す。

拡大阻止策・処置の記入例

	①緊急遮断弁を運転員判断で閉止した

②インターロックで緊急遮断弁が自動閉止した

③1つのインターロックは故障していたが、インターロックが二重となっていた

④増し締めした

⑤現場に行ってバイパス弁を開操作し調整した


· コード入力欄(必須入力)

表 11「拡大阻止策・処置コード」から入力する。複数選択可。

2.19 想定拡大事象

· テキスト入力欄(任意入力)

コード項目は大きな分類となっており細かい想定拡大事象を示せない。このためコード項目を補完･説明するためにテキスト入力する。

· コード入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象が放置され、そのまま事象が進展した場合にどのような事故やトラブルになるかを表 12から選択して入力する。

なお、ヒヤリハットが放置され進展した場合には、たとえば「機器の破損→漏洩・噴出→火災・爆発→プラントシャットダウン」というように、事象は連鎖していくが、最も近いと考えられるもの2つまでを入力する（1つでも良い）。

2.20 再発防止対策

· テキスト入力欄(必須入力)

ヒヤリハット事象の再発防止にあたって講じた対策は類似のヒヤリハット防止にあたり重要な情報であり具体的にテキスト入力する。

· コード入力欄(入力不要)

表 13「再発防止対策コード」から入力する。複数選択可。

2.21 教訓

· テキスト入力欄(任意入力)

ヒヤリハットから得られた教訓は、ヒヤリハットの再発防止、教育などに利用できる重要な情報でありできるだけ記述する。

· コード入力欄(入力不要)

コード化されておらず入力不要。

2.22 安全専門家からのコメント

安全の専門家がヒヤリハット事象の内容を判断し、必要に応じて再発防止などにあたり適宜コメントをテキスト入力する。石油各社の入力者は入力不要。

2.23 ヒヤリハット事象の重要度

· テキスト入力欄(入力不要)

入力は不要。

· コード入力欄(入力不要)

0.5～1時間程度その事象を放置した場合にどう影響があるかを想定してランク付けする。①安全への影響、②運転･生産への影響、③環境への影響、④水平展開への活用度の4つの視点から、それぞれにつき重要度を表 14から選択して入力する。
2.24 添付資料

ヒヤリハット事象を説明するために図や表などの関連資料がある場合は電子ファイルとして添付することができる。

ヒヤリハット事象項目コード表
表 3 ヒヤリハット事象コード
	ヒヤリハット事象･状況

（入力用コード項目）
	ヒヤリハット事象の内容例

(例示でありコード入力には使用せず)

	動機器の停止･機能低下･破損
	･ポンプ故障停止

･コンプレッサ故障停止

･攪拌機故障停止

･コンベア故障停止

･ユングストローム故障停止

･吐出流量の低下

･吐出圧力の低下

･回転機の回転数低下

･回転羽根の機能低下

･軸固着
	･潤滑油系統の機能低下･破損

･シール油系統の機能低下･破損

･羽根部の機能低下･破損

･ピストン関係の機能低下･破損

･軸、ギア部の機能低下･破損

･ケーシングの機能低下･破損

･出入口弁の機能低下･破損

･シール部の機能低下･破損

･調速部の機能低下･破損

	動機器の起動失敗
	･自動起動/遠隔起動の動機器が必要時に起動せず

	動機器の誤起動、予定外の起動
	･自動起動/遠隔起動の動機器の意図しない起動

･自動起動/遠隔起動の動機器を誤って起動させる

	静止機器の故障、機能喪失･低下
	･スラッジなどによる閉塞
･フィルター･ストレーナーの詰り
･バーナーの詰まり･焼損
･エジェクター故障停止･能力低下
･トラップ故障･機能低下
･ダンパーの固着/作動不良/脱落

･トレーの脱落
	･調節弁、遮断弁の故障/作動不良/誤動作
･開(または閉)であるべきバルブが閉(または開)であった

･開(または閉)の必要がないバルブを閉(または開)とした
･配管や部品の接続個所の間違い

	静止機器の腐食･劣化･破損
	･外部腐食/磨耗減肉

･内部腐食/侵食減肉
･機器(配管)割れ
･機器変形(伸び)
	･ボルト変形(伸び)、折損
･インターナル変形･脱落
･弁(調節弁、安全弁など)の腐食/破損

	計装機器の故障･機能低下･破損･劣化
	･DCS故障

･制御系、シーケンスの故障・不調
･誤結線による不作動
･計測部機能低下･破損
･信号変換器機能低下･破損
･ケーブル損傷・破損･切断
	･制御基板にある部品の劣化
･計測部の測定機能低下、指示不良
･信号変換器故障･破損
･ケーブル故障(信号不良)
･空気駆動部の詰まり

	電気機器の故障･機能低下･破損･劣化
	･リレー類の故障・破損
･短絡などによる予定外の通電
･誤配線
･変圧器の機能低下・破損
･絶縁部(被覆)の機能低下
･スイッチ故障・破損（接点の抵抗増加、通電せずなど）
	･モーターの機能低下･破損
･脱塩器のスパーク
･自動励磁･遠隔励磁機器の故障
･ケーブルの断線、損傷、切断
･電源供給ケーブルの劣化
･発電機故障

	プロセス状態の変動･異常
	･温度/圧力異常
･流量異常
･レベル(液面/界面)異常

･粘度異常(高粘度化、低粘度化)

･重質化、軽質化
･腐食性物質濃度の変化
･予想外の相変化(気化/液化/固化)
	･コーキング

･水和物の生成
･凝縮水の生成
･組成変化
･製品性状の異常
･意図しない物質の存在(残液、残ガス、物質)

	その他
	･サポート類の強度低下・破損
･基礎の強度低下(風化など)
･サポート類のゆるみ
･基礎の損傷、破損
	･耐火被覆の破損
･保温･保冷性能低下
･地盤沈下


表 4 ヒヤリハット発生時の運転・作業状況コード
	定常運転中・ルーチン作業中

	装置・機器の点検・保全中

	装置・機器停止状態中

	装置・機器のスタートアップ中

	装置・機器のシャットダウン中

	トラブル発生時の運転対応中

	その他(テキスト入力)


表 5 現場経験年数コード
	1年未満

	1年以上　5年未満

	5年以上　10年未満

	10年以上　20年未満

	20年以上

	不明・該当せず


表 6 ヒヤリハット発生装置・系統コード
	装置
	系統

	常圧蒸留装置
	原油予熱系

	
	蒸留塔系

	
	蒸留塔塔頂系

	
	落油系

	
	その他(テキスト入力)

	減圧蒸留装置
	原料油予熱系

	
	蒸留塔塔頂系

	
	軽質減圧軽油留出系

	
	重質減圧軽油留出系

	
	洗浄油系

	
	減圧残油系

	
	その他(テキスト入力)

	軽質油水素化脱硫装置
	原料油供給･反応系

	
	液･ガス分離系

	
	精留系

	
	水素系

	
	その他(テキスト入力)

	接触改質装置
	原料油供給･反応系

	
	液･ガス分離系

	
	精留系

	
	その他(テキスト入力)

	連続再生式接触改質装置
	反応系

	
	リコンタクト系

	
	精留系

	
	触媒再生系

	
	ロックホッパー系

	
	リサイクルガス系

	
	オフガス系

	
	その他(テキスト入力)

	重質油水素化脱硫･水素化分解装置
①減圧軽油(間接脱硫)
②常圧残油・減圧残油(直接脱硫)
	原料油供給･反応系

	
	水素系

	
	液･ガス分離系

	
	精留系

	
	ガス洗浄系

	
	その他(テキスト入力)

	流動接触分解装置
流動接触分解装置(続き)
	原料予熱系

	
	反応/再生系

	
	主蒸留塔系

	
	LCOおよびスラリー油ストリップ系

	
	デブタナイザー系

	
	ガス回収系

	
	その他(テキスト入力)

	水素製造装置
	原料供給･脱硫系

	
	改質系

	
	変成系

	
	脱炭酸系

	
	メタネーション系

	
	その他(テキスト入力)

	アルキレーション装置
	原料供給系

	
	反応系

	
	冷却系

	
	洗浄系

	
	精留系

	
	その他(テキスト入力)

	硫黄回収装置
	酸性ガス系

	
	反応系

	
	製品硫黄系

	
	排ガス系

	
	その他(テキスト入力)

	ボイラー装置
	給水系

	
	スチーム系

	
	ボイラー燃焼系

	
	空気供給系

	
	その他(テキスト入力)



	貯蔵･入出荷設備
	プロセス装置からの受入系

	
	プロセス装置への払出系

	
	貯蔵系

	
	陸上出荷系

	
	海上入出荷系

	
	その他(テキスト入力)

	ユーティリティ設備
	空気供給系

	
	水供給系

	
	窒素供給系

	
	その他(テキスト入力)

	環境関連設備
	水処理設備系

	
	排ガス処理設備/集塵設備系

	
	その他(テキスト入力)

	その他の装置(テキスト入力)
	その他の系統(テキスト入力)


表 7 ヒヤリハットに関連した機器コード
	設備区分
	機　器（中分類)
	機器（小分類）

	静止機器
	塔(蒸留塔、精留塔など）
	蒸留塔、精留塔など

	
	
	再生塔

	
	
	変成塔

	
	
	その他の塔(テキスト入力)

	
	槽
	槽

	
	反応器＆反応塔
	反応器＆反応塔

	
	熱交換器

(ヒーター、コンデンサー含む)
	シェル＆チューブ熱交

	
	
	プレート熱交

	
	
	エアフィンクーラー

	
	
	ボックスクーラー

	
	
	エアプレヒーター

	
	
	その他の熱交換器(テキスト入力)

	
	炉
	加熱炉

	
	
	分解炉

	
	
	改質炉

	
	
	インシネレータ

	
	
	その他の炉(テキスト入力)

	
	弁
	調節弁

	
	
	遮断弁

	
	
	手動弁

	
	
	安全弁

	
	
	その他の弁（テキスト入力）

	
	配管
	配管本体

	
	
	フランジ継手

	
	
	伸縮継手

	
	
	フレキシブルホース

	
	
	埋設配管

	
	
	その他の配管(テキスト入力)

	
	ストレーナ＆フィルター
	ストレーナ＆フィルター

	
	ホッパー＆サイクロン
	ホッパー＆サイクロン

	
	ダクト
	ダクト

	
	エジェクター＆エダクター
	エジェクター＆エダクター

	
	タンク

	コーンルーフタンク

	
	
	フローティングルーフタンク

	
	
	ドームルーフタンク

	
	
	球形タンク

	
	
	低温(二重殻)タンク

	
	
	ガスホルダー

	
	
	その他のタンク(テキスト入力)

	静止機器(続き)
	電気集塵機
	電気集塵機

	
	ローディングアーム
	ローディングアーム

	
	土木･建築設備
	基礎

	
	
	架台･パイプラック

	
	
	側溝･ピット

	
	
	その他の土木･建築設備(テキスト入力)

	
	その他の静止機器
	その他の静止機器(テキスト入力)

	動機器
	ポンプ
	遠心式ポンプ

	
	
	往復動式ポンプ

	
	
	その他のポンプ(テキスト入力)

	
	コンプレッサ
	遠心式コンプレッサ

	
	
	往復動式コンプレッサ

	
	
	その他のコンプレッサ(テキスト入力)

	
	タービン
	タービン

	
	ファン＆ブロワー
	ファン＆ブロワー

	
	攪拌機
	攪拌機

	
	コンベア
	コンベア

	
	その他の動機器
	その他の動機器(テキスト入力)

	計装機器
	圧力計(発信器、計装タップ含む)
	圧力計(発信器、計装タップ含む)

	
	温度計(発信器、計装タップ含む)
	温度計(発信器、計装タップ含む)

	
	流量計(発信器、計装タップ含む)
	流量計(発信器、計装タップ含む)

	
	液面計(発信器、計装タップ含む)
	液面計(発信器、計装タップ含む)

	
	分析計(発信器、計装タップ含む)
	分析計(発信器、計装タップ含む)

	
	DCS、コンピュータ
	DCS、コンピュータ

	
	計量器
	計量器

	
	その他の計装機器（テキスト入力）
	その他の計装機器(テキスト入力)

	電気機器
	発電機
	発電機

	
	電動機
	電動機

	
	変圧器
	変圧器

	
	電力開閉装置
	電力開閉装置

	
	電線･ケーブル
	電線･ケーブル

	
	直流電源
	直流電源

	
	保護継電器
	保護継電器

	
	照明設備
	照明設備

	
	通信設備
	通信設備

	
	その他の電気機器(テキスト入力)
	その他の電気機器(テキスト入力)

	その他の機器
	その他の機器
	その他(テキスト入力)


表 8 ヒヤリハットの検出・発見時期コード
	現場パトロール中に検出・発見

	オンボード、パネル監視中に検出・発見

	運転中・日常の点検・検査で検出・発見

	定期修理・停止中の点検・検査で検出・発見

	作業中・作業後に気がつく注)

	その他(テキスト入力)


注）バルブ開放/閉止などの人間の作業での気付きの場合に適用

表 9 ヒヤリハットの検出・発見方法コード
	五感(異音、異臭、振動、目視など)

	プロセス計器・ガス検知器など

	非破壊検査など

	チェックリスト、データシートなど

	ベテランの経験･勘

	その他(テキスト入力)


表 10 ヒヤリハットの発生要因コード
	要因
	要因区分

（中分類）
	要因区分（小分類）
	例

	直接要因
	物質要因
	危険物質･不純物の生成･蓄積
	意図しない不適切物質の存在、生成、濃縮

	
	
	不適切な物質、使用量
	化学物質の性質、使用量

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	人的要因
(ヒューマンファクター)
	誤操作･不作為など
	定常作業における誤操作

	
	
	
	非定常作業における誤操作

	
	
	
	緊急時における対応ミス

	
	
	
	不作為

	
	
	
	作業の省略

	
	
	
	サボタージュ

	
	
	作業確認不足･ミス
	作業確認をしない、見落とし

	
	
	
	プロセス信号や異常信号の読みとりミス

	
	
	能力･経験不足
	能力･資質の欠陥

	
	
	
	経験不足

	
	
	
	物質特性の知識不足

	
	
	
	プロセス機器の知識不足

	
	
	
	プロセス特性の知識不足

	
	
	うっかり･ぼんやり･疲労･ストレスなど
	うっかり、ぼんやり

	
	
	
	なれあい

	
	
	
	怠慢

	
	
	
	疲労、ストレス

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	情報要因
(安全に関する情報、知識、事故情報、指示・伝達など)
	プロセス特性･危険性の評価･検討不足
	プロセス危険性の事前評価不足

	
	
	
	プロセストラブル･事故情報の解析、水平展開不足

	
	
	
	プロセス・設備変更管理に関する検討不足

	
	
	物質特性･危険性の評価･検討不足
	物質特性･危険性の事前評価不足

	
	
	
	物質関連トラブル･事故情報の解析、水平展開不足

	
	
	
	物質の変更管理に関する検討不足

	
	
	指示･伝達不足
	事前のプロセス情報、作業安全情報不足

	
	
	
	運転変更、運転方法、原料変更などの指示徹底不足

	
	
	
	緊急時の指示、警告不十分

	
	
	
	引継時の伝達情報不十分

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	直接要因(続き)
	設計要因
	プロセス設計不良
	

	
	
	機器･配管設計不良
	

	
	
	電気･計装設計不良
	

	
	
	土木･建築設計不良
	

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	調達･検収要因
	発注仕様書など指示不足、指示ミス
	

	
	
	メーカー施工管理不適切
	溶接不良、材料取り違えなど

	
	
	メーカー選定ミス
	

	
	
	検収ミス
	

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	工事･施工

要因
	材料取り違え
	

	
	
	施工管理不適切
	

	
	
	工事方法不適切
	

	
	
	工事検収不足
	

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	保守･点検要因
	点検･検査不良
	

	
	
	保守･保全不良
	

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	環境要因
	作業環境不適切
	照明、騒音、機器の配置不適切

	
	
	設備環境不適切
	湿度、振動など

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	外部要因
	テロ、悪意
	

	
	
	ドミノ現象
	外部火災

	
	
	自然災害
	台風、高温、低温、大雨

	
	
	交通事故
	

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	間接要因
	組織要因
	意思決定体制の不備
	予算配分、省力化、合理化

	
	
	設備管理部門員の守備範囲が過大
	

	
	
	設備管理部門の人員(年齢)構成のゆがみ
	

	
	
	設備管理部門の人員の過小配置
	

	
	
	設備管理部門の分社化･外注化の問題
	

	
	
	運転管理部門員の守備範囲が過大
	

	
	
	運転管理部門の人員(年齢)構成のゆがみ
	

	
	
	運転管理部門の人員の過小配置
	

	
	
	運転管理部門の分社化･外注化の問題
	

	
	
	安全管理部門員の守備範囲が過大
	

	
	
	安全管理部門の人員(年齢)構成のゆがみ
	

	
	
	安全管理部門の人員の過小配置

	

	間接要因（続き）
	組織要因
（続き）
	職制上の権限・責任範囲が不明確、不適
切
	安全管理部門の権限不足
チェック体制の不備
業務規定の不備
行き過ぎた権限委譲

	
	
	その他(テキスト入力)
	

	
	管理･運営要因
	変更管理制度の不備･不十分
	

	
	
	安全監査制度の不備･不十分
	

	
	
	安全教育制度の不備･不十分
	

	
	
	情報管理システムの不備･不十分
	物質･プロセス危険性の事前評価システム不備･不十分

	
	
	
	P&IDの管理システム不備･不十分

	
	
	
	安全情報の管理システム不備･不十分

	
	
	
	設備管理情報の管理システム不備･不十分

	
	
	
	事故･ヒヤリハット情報の管理システム不備･不十分

	
	
	作業の基準･マニュアル類の不備･不十分
	定常時作業基準･マニュアル不備･不十分

	
	
	
	非定常時作業基準･マニュアル不備･不十分

	
	
	
	緊急異常時作業基準･マニュアル不備･不十分

	
	
	設計指針･技術基準類の不備･不十分
	

	
	
	設備維持･管理基準の不備･不十分
	

	
	
	メーカー･協力会社の選定･管理基準の不備･不十分
	

	
	
	部門間･組織間の連携不備
	

	
	
	現場協力の不備･不足
	チームワークの不足

	
	
	
	コミュニケーションの不足

	
	
	安全活動の不備･不十分
	PKY･KY活動不備･不十分

	
	
	
	ヒヤリハット活動不備･不十分

	
	
	
	指差呼称不備･不十分

	
	
	
	TBM(ツール･ボックス･ミーティング)不備･不十分

	
	
	その他(テキスト入力)
	


表 11拡大阻止策・処置コード
	オペレータが現場で機器停止、バルブ操作などの対応･対処

	オペレータが計器室から運転調整などで装置を停止せずに対応･対処

	オペレータが遠隔操作で機器停止、遮断弁閉止などで対応･対処

	オペレータ判断でプラント全体や一部プラントセクションを停止

	インターロック、安全弁、緊急装置停止システムなどが自動で作動

	その他


表 12 想定拡大事象コード
	漏洩・噴出

	火災・爆発

	機器・装置の破損

	火傷・怪我・急性暴露など人身傷害

	品質低下・異常

	プラントシャットダウン

	環境影響

	その他(テキスト入力)


表 13 再発防止対策コード
	分類
	再発防止対策

	保全･検査･点検
	当該機器の日常点検･監視の強化

	
	水平展開による他機器の日常点検･監視の強化

	
	機器(部品を含む)の点検･検査基準･点検周期･交換･保全基準･保全計画などの見直し･整備

	
	保全･検査計画の見直し･整備

	
	その他

	機器･部品の交換･設置
	当該設備･機器(部品・材料含む)の補修･交換･撤去

	
	水平展開による他設備･機器(部品・材料含む)の補修･交換･撤去

	
	機器･ライン･計器などの新規設置･変更･改造 (計装機器設定値変更を含む)

	
	その他

	作業･工事
	作業中、作業前後のチェック･誤操作防止対策の強化･徹底(指差呼称、表示板設置、チェックリストなど)

	
	作業方法･運転など標準仕様書、マニュアルなどの整備･見直し･改訂

	
	作業手順･作業方法の周知徹底

	
	工事着工前･終了後の確認･検収の強化、検収方法の見直し･改訂

	
	工事施工要領の見直し･工事計画への反映

	
	その他

	教育･情報･連絡
	安全教育･勉強会の実施、ヒヤリハットなどの原因分析結果などの周知徹底

	
	協力会社の教育･指示の徹底

	
	連絡体制･情報共有の強化･周知徹底 (文書での指示含む)

	
	その他

	設計･技術基準
	設計基準･技術基準の見直し･整備

	その他
	以上に該当しないもの


表 14 ヒヤリハット事象重要度分類コード
	分類
	項目
	ランク
	内容

	安全
	対応･対策が採られず、そのまま放置された場合の安全への影響
	A
	· 重大な火災･爆発や危険物質の大量漏洩につながる

· 設備･機器の重大な破損・損傷につながる

· 人身への重大な危害につながる

	
	
	B
	· 軽微な火災･爆発や危険物質の中・小規模の漏洩につながる

· 設備･機器の中程度・軽微な破損・損傷につながる

· 人身への中程度･軽微な危害につながる

	
	
	C
	· 火災･爆発あるいは危険物質の漏洩にはつながらない

· 設備･機器の破損・損傷にはつながらない

· 人身への危害にはつながらない

	運転・生産
	対応・対策が採られず、そのまま放置された場合のプラント運転・生産への影響
	A
	· プラントの運転・生産に重大な影響を与える

	
	
	B
	· プラントの運転・生産に軽微な影響を与える

	
	
	C
	· プラントの運転・生産にはほとんど影響は出ない

	環境
	対応･対策が採られず、そのまま放置された場合の環境への影響
	A
	· 製油所敷地外の地域社会・海洋などに重大な環境影響を与える

	
	
	B
	· 製油所敷地外の地域社会・海洋などに軽微な環境影響を与える

	
	
	C
	· 製油所敷地外の地域社会・海洋への環境影響はほとんどない

	水平展開
	水平展開への活用度
	A
	· 水平展開するのに有効な事例である

	
	
	B
	· 水平展開にあたりそれなりの効果が期待できる
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